
(一財)札幌勤労者職業福祉センター

令和７年度　出資団体評価シート

１　基本情報

２　実施事業

３　団体職員・構成員等

団体名

基本財産 本市出資額

設立年月日 出資年月日

設立・出資目的
沿
革

代表者

主な出資者

団体所在地

(1) [No.]　[主要事業名]　（該当ページ）　
[設立・出資目的と当該事業との具体的な関連性]

(2)総支出に占める事業支出割合

(3)主要事業の有効性 （出資・設立目的に対して事業効果は、十分出ているか）

(4)主要事業の質・量 （出資・設立目的の達成のために、必要十分な事業が実施されているか）

(一財)札幌勤労者職業福祉センター
経）雇用労働課

担当 八木澤 電話 211-2278
20,000千円 15,000千円 （出資割合 75.0% ）

昭和59年(1984年)12月27日 昭和60年(1985年)１月30日

勤労者の雇用と福祉に関する事業を総合的に行い、もって
勤労者の雇用の促進と福祉の向上に寄与することを目的と
する。

昭和59年 団体設立

昭和61年 事業開始

平成26年 財団法人から一般財団法人に移行

理事長（非常勤）加藤　修（副市長）

① 札幌市 (75.0%) ② 北海道 (25.0%) ③

④ ⑤ ⑥

〒 001-0024 札幌市北区北24条西５丁目１番１号 電話 758-3111

① 文化・スポーツ事業以外の福祉事業（５ページ） ② 文化・スポーツ事業（６ページ）

宴会、会議・研修、宿泊、レストラン部門等の事業や、合同企業説明会等の実施に
より、勤労者の雇用の促進と福祉の向上に貢献する。

音楽ホール、プール、文化教室部門等の事業の実施により、勤労者及び地域
住民の福祉の向上に貢献する。

③ ④

⑤ ⑥

⑦ ⑧

99.7% (主要事業支出合計 685,324千円 ÷ 総支出 687,079千円)

評価 □ 十分出ている ■ 高める余地あり □ 出ていない

理由
勤労者福祉施設及び地域の中核的集客施設として大きな役割を果たしているが、団体職員の人手不足を始めとし、原油価格や物価高騰等の影響を受けて
いることから、事業実施に当たっては、施設の利用促進をより一層図るなど事業の有効性を高めていく必要がある。

評価 □ 実施されている ■ 一部見直す必要がある □ 実施されていない

理由
音楽ホール、プール、文化教室等の公益的サービスの提供や、就労支援の拠点として就業サポートセンターを設置。一方で、人手不足、原油価格や物価高
騰等の課題に対応しながら、主に宴会、会議・研修、宿泊、レストラン等の事業について、施設利用を促進していく必要がある。

プロパー その他 総数 プロパー職員の年齢構成 役員の任期

役員

8

10歳代 0 40歳代 2 理事 2 年

常勤理事 0 1 0 20歳代 0 50歳代 9 監事 4 年

常勤監事 0 0 0 30歳代 3 60歳代 14
非常勤理事 5

平均年齢 56.1 歳
非常勤監事 2 理事長 R07.5

職員

93

副理事長 －

常勤管理職 0 1 8 0 職員総数の推移(人)
常勤一般職 20 6 R05.4.1時点 82
非常勤職員 58 R06.4.1時点 99

所管課

記入者

（詳細については事業評価シート参照）

令和7年4月1日現在(単位：人)
本市OB 本市派遣

代表権のある役員の
就任年月

0
0

0 0
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(一財)札幌勤労者職業福祉センター

４　財政状況

５　本市の財政的関与

財
務
状
況

経
常
増
減

経常収益(a) 699,612 714,157 (100.0%) (＋14,545)
経常費用(b) 661,041 687,079 (＋26,038)
うち管理費等(c) 30,031 31,538 (4.4%) (＋1,507)
うち人件費(d) 234,508 250,015 (35.0%) (＋15,507)

当期経常増減額(e) 38,571 27,078 (▲ 11,493)
当期正味財産増減額(f) 28,020 19,718 (▲ 8,302)

貸
借
対
照
表

363,019 365,193 (＋2,174)
流動資産(h) 279,586 270,330 (▲ 9,256)
固定資産(i) 83,433 94,863 (＋11,430)
うち基本財産(j) 20,000 20,000 (0)

負債(k) 221,365 203,821 (▲ 17,544)
流動負債(l) 90,113 84,413 (▲ 5,700)
固定負債(m) 131,252 119,408 (▲ 11,844)

正味財産(n) 141,654 161,372 (＋19,718)
借入金残高(o) 116,100 103,200 (▲ 12,900)

区分 当期収入の増減、収支の状況、資産・負債の大幅な変動の要因等

(a) 新型コロナウイルス感染症収束に伴う宿泊や宴会の需要増、宿泊やレストランの料金の単価の引上げ
等により、経常収益は前年比14,545千円の収入増となった。

(f) 当期正味財産増減額について、前年比8,302千円の減であったものの、新型コロナウイルス感染症収束
に伴う需要増や、経費節減等に取り組んだ結果、19,718千円の黒字を確保した。

(o)
施設の老朽化により修繕費などが膨らんだものの、新型コロナウイルス感染症収束に伴う需要増や、
黒字の当期正味財産増減額を確保できる見通しがあったことから、借入金の一部である12,900千円の
繰上償還を行い、着実に残高を減少させることができた。

※詳細は、別添の貸借対照表、正味財産増減計算書を参照。

 市補助金・交付金・負担金 63,350 77,956 (＋14,606)

 市委託料 0 0 (0)

市業務委託料 0 0 (0)

うち随意契約 0 0 (0)

市指定管理費 0 0 (0)

うち非公募 0 0 (0)

（参考）再委託額 (0)

うち市業務委託分 (0)

再委託率 (0)

 市貸付金 129,000 116,100 (▲ 12,900)

 市貸付金残高 116,100 103,200 (▲ 12,900)

 損失補償等限度額 (0)

 損失補償契約等に係る債務残高 (0)

 （参考）市施設利用料金収入 (0)

うち非公募 (0)

※数字は団体決算ベース（金額単位：千円）

資産(g)

※数字は札幌市決算ベース（金額単位：千円）

区　分 R5年度決算 R6年度決算 （前年比）

R6年度決算の概要　

区　分 R5年度決算 R6年度決算 （前年比）

（経常収益比）

正
味
財
産
増
減
計
算
書

正
味
財
産
増
減
計
算
書
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(一財)札幌勤労者職業福祉センター

６　財務指標に基づく評価

７　「札幌市出資団体の在り方に関する基本方針」に基づく具体的な行動計画の評価

 （金額単位：千円）

⑴健全性

剰余金(n-j) 121,654 141,372 (＋19,718) 前年比較増 正味財産-基本財産
自己資本比率(n÷g) 39.0% 44.2% (＋5.2%) ≧50％ 正味財産÷資産
流動比率(h÷l) 310.3% 320.2% (＋10.0%) ≧150% 流動資産÷流動負債
固定比率(i÷n) 58.9% 58.8% (▲0.1%) ≦100％ 固定資産÷正味財産
借入金依存度(o÷g) 32.0% 28.3% (▲3.7%) 前年比較減 借入金残高÷資産

⑵生産性

職員一人当り経常収益 8,532千円 7,214千円 (▲ 1,318千円) 前年比較増 経常収益÷職員総数
人件費率(経常収益比)(d÷a) 33.5% 35.0% (＋1.5%) 前年比較減 人件費÷経常収益
職員一人当り管理費 366千円 319千円 (▲ 48千円) 前年比較減 管理費等÷職員総数
管理費率(経常収益比)(c÷a) 4.3% 4.4% (＋0.1%) 前年比較減 管理費等÷経常収益

⑶自立性
市依存度（収入） 9.1% 10.9% (＋1.9%) 前年比較減 市収入(注1)÷経常収益
市財政的関与割合(収入） 9.1% 10.9% (＋1.9%) 前年比較減 市収入(注2)÷経常収益

健全性の評価 □ 非常に高い ■ 高い □ 概ね健全 □ やや低い □ 低い

理
由

【健全性】剰余金や自己資本比率等が前年比較増となり、財務状況は改善傾向にある。一方、自己資本比率は改善したものの、一般的に望ま
しいとされている基準には到達できていないため、引き続き、徹底した経費節減を図り、正味財産等を高めていく必要がある。
【生産性】主に宿泊や宴会の需要増に伴い、パートタイムの非常勤職員数が増加したことにより、職員一人当たりの経常収益が前年比較減と
なっている。一方で、新型コロナウイルス感染症拡大前と比較すると人件費は削減されており、引き続き経費節減を行っていく必要がある。
【自立性】施設の老朽化に伴い、修繕に関する費用について補助金交付額が増加したことにより、市への依存度が前年比較増となっている。
引き続き、経常収益を高めることにより、自立性を高めていく必要がある。

ここでは、具体的な行動計画(※ で示した取組目標について、年度ごとの指標(※ )の達成状況とその評価を行う。
　※ 詳細については具体的な行動計画（別冊子）を参照

　※ 指標の実績値は各年度末時点のもの

○出資比率維持

① 札幌市出資比率

目標 15,000千円 15,000千円 15,000千円 15,000千円
実績 15,000千円 15,000千円
評価 達成

　未達成理由と今後の対応（Ｒ６年度の評価が未達成の場合のみ記載する）

－

○人的関与継続

① 市派遣職員数

目標 1人 1人 1人 1人
実績 1人 1人
評価 達成

② 市職員の理事就任数

目標 2人 2人 2人 2人
実績 2人
評価 達成

③ 市職員の評議員就任数

目標 1人 1人 1人 1人
実績 1人
評価 達成

　未達成理由と今後の対応（Ｒ６年度の評価が未達成の場合のみ記載する）

－

○施設運営のノウハウを活用した収益性のある効率的な事業展開

① 施設利用者数

目標 297,075人 344,300人 345,300人 346,300人
実績 300,629人 273,232人
評価 未達成

　未達成理由と今後の対応（Ｒ６年度の評価が未達成の場合のみ記載する）

令和６年度は特定天井の改修工事が行われ、プールや音楽ホールなどの営業を一時休業したことに伴い、利用者数減少となった。今後、利用
者数の増加に向け、施設利用に際しての新たな商品開発等に努め、収益性を高めた事業展開を行う。

項　目 R5年度 R6年度 (前年比) 評価基準 備　考

　○取組計画 現状値
（Ｒ５年度）

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度
No. 　指標名

　○取組計画 現状値
（Ｒ５年度）

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度
No. 　指標名

　○取組計画 現状値
（Ｒ５年度）

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度
No. 　指標名

(注１)市収入＝市補助金・交付金・負担金＋市業務委託料（随意契約分）＋市指定管理費（非公募分）＋市施設利用料金収入（非公募分）

(注２)市収入＝市補助金・交付金・負担金＋市業務委託料＋市指定管理費＋市施設利用料金収入

1) 2

1

2

(1)出資・出捐

(2)人的関与

(3)団体の活用

備考

備考

備考

2人

1人
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(一財)札幌勤労者職業福祉センター

(4)更なる経営の安定化

(5)団体統制

(6)札幌市の施策との連動

　○取組計画 現状値
（Ｒ５年度）

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度
No. 　指標名

　○取組計画 現状値
（Ｒ５年度）

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度
No. 　指標名

　○取組計画 現状値
（Ｒ５年度）

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度
No. 　指標名

備考

備考

備考

○借入金の着実な償還を通じたさらなる経営の安定化

① 札幌市からの借入金

目標 103,200千円 90,300千円 77,400千円 64,500千円
実績 116,100千円 103,200千円
評価 達成

　未達成理由と今後の対応（Ｒ６年度の評価が未達成の場合のみ記載する）

－

○外部監査の実施

① 外部監査の実施

目標 実施 実施 実施 実施

実績 実施 実施

評価 達成

　未達成理由と今後の対応（Ｒ６年度の評価が未達成の場合のみ記載する）

－

○就業・雇用を推進する合同企業説明会及び労働啓発等パネル展の開催協力

① 合同企業説明会開催

目標 開催 開催 開催 開催

実績 開催 開催

評価 達成

② 労働啓発等パネル展開催

目標 開催 開催 開催 開催

実績 開催

評価 達成

　未達成理由と今後の対応（Ｒ６年度の評価が未達成の場合のみ記載する）

－

ホームページ公開情報

ホームページアドレス

パンフレット、チラシ、ダイレクトメール、スマートフォンアプリケーション（UberEats）、
ＳＮＳ（LINE、X、Facebook、Instagram）

Eメールアドレス

【経営状況等】
■ 定款 ■ 役員名簿 □ 団体機構図 ■ 事業計画書 ■ 予算書
■ 事業報告書 ■ 決算書 □ 中長期的な経営計画

【事業情報等】
■ 実施事業（イベント）情報 ■ 管理施設情報
□ その他（　 ）

ホームページ以外の情報媒体
広報誌・冊子の発行：

※特記ない限り、本評価シートの情報は令和７年7月1日現在のものです。

開催

８　情報公開等の状況

https://www.s-sunplaza.or.jp
generals@s-sunplaza.or.jp
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(一財)札幌勤労者職業福祉センター

事業評価 （ 1 ） 文化・スポーツ事業以外の福祉事業

１．事業概要 事業所管課： 担当： 電話：

⑴
事
業
の
実
施
結
果
の
有
効
性

経済観光局産業振興部雇用労働課 八木澤 211-2278

⑴事業内容

札幌サンプラザにおける文化・スポーツ事業以外の福祉事業の実施
①雇用労働関連事業
　・札幌市が主催する合同企業説明会、労働啓発パネル展等の開催に協力
　・近隣小学校の社会学習等の受入れ
②地域関連事業
　・「スローライフ・イン・に～よん」事業を始めとする町内会、商店
　　街、料飲店協会等が主催する事業に参加・協力
③会議、宿泊、レストラン、宴会等利用促進
　・町内会等の地域から需要がある各種施設見学プランを実施
　・野球やサッカー等のスポーツ団体を始めとする客室プランを展開
　・施設の内覧会を企画し、法要の需要に対応

⑵事業目的
勤労者福祉施設、地域の中核的集客施設として、各種事業を通じて、勤労者の充実した職業生活、社会生活を支援
するほか、地域の活性化に寄与する。

⑶事業開始 昭和61年（1986年）９月20日

２．実施結果

⑴
事
業
収
支

収入 516,544 566,296 (＋49,752)
（経常収益比） ( 73.8 % ) ( 79.3 % )

市補助金・交付金・負担金 0 1,358 (＋1,358)
市業務委託料 0 0 (0)
市指定管理費 0 0 (0)
市施設利用料金収入 0 0 (0)
自主事業収入（補助金除く） 516,544 564,938 (＋48,394)
その他収入 0 0 (0)

費用（支出） 468,468 521,739 (＋53,271)
事業費 448,447 500,713 (＋52,266)
管理費等 20,021 21,026 (＋1,005)

収支差 48,076 44,557 (▲ 3,519)
収支比率 110.26% 108.54% (▲ 1.72%)

⑵活動指標 R5年度実績 R6年度目標 R6年度実績 R7年度目標
➊ 合同企業説明会の実施 1 1 1 1
➋ 宴会・法要のPRイベントの開催 4 4 4 6
➌ レストランにおけるイベント・フェアの開催 5 6 4 5

⑶成果指標 R5年度実績 R6年度目標 R6年度実績 R7年度目標
➊ 合同企業説明会の参加者数 291 230 258 250
➋ 宴会の利用者数 26,412 26,235 31,099 31,150
➌ 会議・研修の利用者数 61,538 99,800 62,574 65,500
➍ 宿泊の利用者数 14,843 16,200 18,342 17,460
➎ レストランの利用者数 69,161 63,840 67,656 71,100

事業目的に対して事業の効果は □ 十分出ている ■ 高める余地あり □ 出ていない

札幌市が主催する合同企業説明会等への協力のほか、施設内に就業サポートセンター、シルバー人材センター等を設置して
おり、雇用促進・就労支援において大きな役割を果たしている。
また、地域社会への貢献を目的とした「スローライフ・イン・に～よん」等を始めとする町内会、商店街、料飲店協会等が
主催する事業に積極的に参加・協力しているところである。
今後も引き続き地域コミュニティの維持、活性化に向けた取組を行う。

⑵
収
支
状
況

当該事業の収支状況は □ 良好 ■ 見直しの余地あり □ 要改善

宿泊及び宴会部門は需要増により収支状況は良好であるが、会議・研修、レストラン等の事業について、施設利用をさらに
促進していく必要がある。

市補助金 1,358

➍
➎
➏

➏

３．所管局による評価

(
単
位

千
円
)

項目 R5年度 R6年度 （前年比）
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(一財)札幌勤労者職業福祉センター

事業評価 （ 2 ） 文化・スポーツ事業

１．事業概要 事業所管課： 担当： 電話： 211-2278

⑴
事
業
の
実
施
結
果
の
有
効
性

経済観光局産業振興部雇用労働課 八木澤

⑴事業内容

札幌サンプラザにおける文化・スポーツ事業の実施
①音楽ホール部門
　・音楽コンクール、ピアノ発表会等の舞台芸術活動、地域の催物、講演
　　会等の開催
②プール部門
　・プールの一般開放及び水泳教室の開催（公的温水プールの役割）
③文化教室部門
　・書道、音楽、文芸、絵画、舞踊、言語、工芸等の教室への貸室提供

⑵事業目的
勤労者福祉施設、地域の中核的集客施設として、文化･スポーツの活動の場を提供して、勤労者や地域住民の健康と
充実した職業生活、社会生活を支援する。

⑶事業開始 昭和61年（1986年）9月20日

２．実施結果

⑴
事
業
収
支

収入 181,377 146,556 (▲ 34,821)
（経常収益比） ( 25.9 % ) ( 20.5 % )

市補助金・交付金・負担金 63,350 76,598 (＋13,248)
市業務委託料 0 0 (0)
市指定管理費 0 0 (0)
市施設利用料金収入 0 0 (0)
自主事業収入（補助金除く） 118,027 69,958 (▲ 48,069)
その他収入 0 0 (0)

費用（支出） 190,705 163,585 (▲ 27,120)
事業費 180,695 153,072 (▲ 27,623)
管理費等 10,010 10,513 (＋503)

収支差 ▲ 9,328 ▲ 17,029 (▲ 7,701)
収支比率 95.11% 89.59% (▲ 5.52%)

⑵活動指標 R5年度実績 R6年度目標 R6年度実績 R7年度目標
➊ プールの開催教室数（短期教室含む） 66 66 66 66
➋ 文化教室の開催講座数 125 125 112 117

⑶成果指標 R5年度実績 R6年度目標 R6年度実績 R7年度目標
➊ 音楽ホールの利用者数(人) 44,201 29,600 29,270 43,000
➋ プールの利用者数(人) 58,772 35,600 37,422 53,400
➌ 文化教室の利用者数(人) 25,702 25,800 26,869 27,200

事業目的に対して事業の効果は □ 十分出ている ■ 高める余地あり □ 出ていない

令和６年度は特定天井の改修工事が行われ、プールや音楽ホールなどの営業を一時的に休業したことに伴い、利用者数は前
年度と比較して減少した。しかしながら、これら公益的サービスについては、勤労者福祉施設及び地域の中核的集客施設と
して、文化･スポーツの活動の場を提供し、勤労者や地域住民の健康と充実した職業・社会生活を支援する目的があることか
ら、引き続き利用者のニーズに対応したサービスを提供する。

⑵
収
支
状
況

当該事業の収支状況は □ 良好 ■ 見直しの余地あり □ 要改善

公益的サービスについて、収益が赤字の部分は市の補助金により一部補填している状況であることから、引き続き経費の節
減及び利用者増加に努め、収支の改善を図っていく必要がある。

市補助金 76,598

➌
➍
➎
➏

➍
➎
➏

３．所管局による評価

(
単
位

千
円
)

項目 R5年度 R6年度 （前年比）
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